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2014年に相模原市内で越冬したウタツグミの観察記録

坂本 堅五

Kengo Sakamoto:
A Record of Song Thrush Turdus philomelos in 2014 Winter Season in 

Sagamihara City, Kanagawa Prefecture

は じ め に

　ウタツグミ Turdus philomelosは，ヨーロッパか
らバイカル湖付近にかけて繁殖し，ヨーロッパ北部から
シベリアのものはヨーロッパ南部・アフリカ北部・小
アジアで越冬する（五百沢 , 2000）。日本では，迷鳥と
して 1987年 11月に横浜市栄区で観察されたのが国内
初記録で，近隣では 2006年 11月に東京都江戸川区で
記録されている（日本野鳥の会神奈川支部 , 2013）。ま
た，環境省の鳥類標識調査では、2011年 10月に北海
道根室市川口で，2012年 11月に広島県呉市郷原町で，
2012年 10月に福井県丹生郡でそれぞれ標識放鳥され
ている（山階鳥類研究所 , 2014）。
　筆者は，2014年 3月～ 4月に本種 1個体を相模原市
内の相模川自然の村公園にて観察したので報告する。

観察地および観察の経緯

　ウタツグミを今回観察した場所は，相模原市の北西部
の相模原市緑区上大島地区で，相模川上流部左岸に位置
する相模川自然の村公園である。面積は 4.72 ha，広い
河原から河岸段丘の斜面雑木林まで，キャンプ場・芝生・
畑・花畑・サクラ林・水路・古民家など自然とふれあう
市民の憩いの場となっている。この園内の東側，段丘斜
面のコナラ・ケヤキなどの広葉樹林を背に芝生に河津桜
約 20本が植栽され，この場所を中心に当該個体が生息
していた。
　観察の経緯は，新聞（朝日新聞、2014年 3月 5日さ
がみ野版）にウタツグミとみられる鳥が飛来した報道が
され，翌日 2014年 3月 6日と 3月 31日，4月 7日，
4月 14日に現地に行き，観察・撮影を行った。全国か
ら大勢の観察者・カメラマンが集まっていたが，観察可

能な場所の確保と長時間の出現で観察・撮影ができた。

観 察 方 法

　観察方法は，目視および双眼鏡 (8×40)，300 mm望
遠レンズ付き一眼レフカメラによる写真撮影によった。調
査中の当該個体との距離は 20 m～ 30 m前後であった。

形態と行動

　ウタツグミの当該個体の大きさは，近くで行動してい
たツグミやシロハラよりやや小さく，このことから類似
種のヤドリギツグミではないと確認できた (図 1)。体色
は，上面が緑がかった褐色で，下面は黒褐色の矢じり形
の斑のある淡い黄色がかった白色であった。この斑は下
部まで太いので成鳥と思われる（Rob, 1981）（図 2）。
雌雄は不明である。
　当該個体は，観察されたほとんどの時間をサクラの木
の下の草地で過ごし，時折，近くのスイセン畑など開け
た場所に移動，昆虫やミミズなどの採餌や休息を行って
いた。ツグミやシロハラから威嚇され，追われることも
多かったが，遠巻きにしている観察者・カメラマンはあ
まり警戒していなかった。前述の新聞によると，2014
年 2月 26日に近くの野鳥観察者が当該地でこの個体を
初確認している。その後，筆者らも同年 4月 7日まで生
息を確認したが，4月 14日には生息が確認されなくなっ
た。当該地域での複数の観察者の情報などから 4月 12
日までいたことがわかった。

考 察

　ウタツグミの当該個体は，この場所に少なくとも
2014年 2月 26日から同年 4月 12日まで 46日間いた
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公表されていないこと，②自然分布とするには疑問があ
る種のうち，飼育個体からの逸出の可能性が極めて高
いと判断された種，などであると思われる（池長ほか , 
2014）。しかし前述したとおり，近年の 2011年 10月，
2012年 10月，2012年 11月に続けて国内での標識放
鳥が記録されており，標識記録には野生種であるという
明確な記載はされていないが，①捕獲時期がいずれも
10月～ 11月の移動時期と思われる時期に集中している
こと，②捕獲場所が地域的に分散していること，③広島
県と福井県の個体については写真が掲載されており，飼
育個体によく見られるような極端な尾羽などの擦れも見
られないこと，などからこれらの種は飼育個体からの逸
出種ではなく野生種の可能性が高いと思われる。これら
の判断から，これまで希にしか記録されなかった当該種
の野生種が見られることは十分にあると思われる。今回
観察された個体は，①春の渡りの時期に姿を消したこと
から、冬鳥の一般的な移動のタイミングに合致すること，
②飼育個体には、尾羽全体の先端から 1～ 2 cm程度が
擦れて摩耗しているなど極端な尾羽の擦れが見られるこ
とがあるが（キットウココ , 2014），今回観察した個体
には擦れが見られなかった（図 3）ことから，当該種は
自然分布の個体である可能性がある。日本におけるウタ
ツグミの自然分布の可能性を精査するため、今後も渡来
記録を丹念に蓄積する必要がある。
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図 1. 相模原市のウタツグミ（右）とツグミ（左）（2014年 3月
6日撮影）.

図 2. 相模原市のウタツグミ（2014年 3月 6日撮影）.

図 3. 今回観察したウタツグミの尾羽 .

ことがわかった。
　本種は，日本鳥類目録改訂第 7 版（日本鳥学
会 , 2012）の本文に掲載されていない種であるが、
Appendix Bに「検討中の種・亜種」として掲載されて
いる。日本鳥類目録に掲載されない理由は，①論文、ま
たは十分に識別できる写真を掲載した刊行書籍等として


